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メディカル・データ・ビジョン株式会社（東証一部 3902）

医療情報のネットワーク化を推進するメディカル・データ・ビジョン株式会社（本社：東京都千代田区 代表取締役社
長：岩崎 博之）は、関東地区初として、友愛記念病院（茨城県古河市、病院長：加藤 奨一）への 「CADA-BOX」
導入が決定したことを知らせいたします。
「CADA-BOX」は、当社が提供する、患者が自身の診療情報の一部（≒カルテ情報）を管理・閲覧できる「カルテコ」を付
帯した病院向けの仕組みです。

関東地区で初
友愛記念病院（茨城県古河市）への「CADA-BOX」導入が決定

【 加藤病院長より 、導入決定の背景についてコメント 】

【 友愛記念病院について 】
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病 床 数
U R L

： 友愛記念病院
： 1981年1月
： 加藤 奨一
： 茨城県古河市東牛谷707
： 消化器科・外科、一般内科、循環器科、心臓・血管外科、呼吸器内科、糖尿病科、血液内科、
血管外科、呼吸器外科 形成外科、乳腺甲状腺科・乳腺科、小児科、眼科、整形外科、脳神経外科、
泌尿器科、皮膚科、婦人科、緩和ケア科 禁煙支援外来、放射線腫瘍科、しゃっくり外来、救急科

： 325床
： http://www.yuai-hosp-jp.org/

医療は、患者さんやそのご家族などの医療を受ける人たちと医療従事者とが、病気に立ち
向かうパートナーとして、お互いの人間性を尊重し、同じ目線で協力し合い、病気という逆境
を克服していくものだと私は考えています。
「CADA-BOX」導入の決め手は、当該システムに付帯されている「カルテコ」が、医療を受
ける人たちと医療従事者が診療情報を共有する架け橋であるという点です。両者が協力して
病気を克服していくためには、その状況を同じ目線で把握することが重要です。
私たち友愛記念病院は、疾患の予防、早期治療、高度な専門医療、リハビリテーションま
で一貫した強力な医療体制を確立し、また、地域がん診療連携拠点病院、地域医療支援
病院にも指定された地域の中核病院です。我々のような立場の病院は、「カルテコ」のような
仕組みを通じ、患者さんに対して病気の状況を時系列で確認できるような環境を整える必
要があると思うのです。


